
　11月12日、四国森林管理局において「四国国有林野等所在市町

村長連絡協議会」を開催しました。� 【詳細は２頁】

国有林野等所在市町村長連絡協議会
（左側：川端国有林野部長、右側：国有林所在市町村長代表世話人の皆様）
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一
一
月
一
二
日
、
四
国
森
林

管
理
局
に
お
い
て
「
四
国
国
有

林
野
等
所
在
市
町
村
長
連
絡
協

議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
は
、
地
域
社
会
と

国
有
林
野
事
業
の
連
携
強
化
を

図
り
、
地
域
産
業
の
振
興
、
住

民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　

会
議
に
は
管
内
七
署
（
所
）

の
有
志
協
議
会
の
代
表
世
話
人

で
あ
る
市
町
村
長
、
大
山
局
長

を
は
じ
め
と
す
る
局
幹
部
、
そ

し
て
、
林
野
庁
か
ら
川
端
国
有

林
野
部
長
、
川
浪
技
術
開
発
推

進
室
長
が
出
席
し
、
協
議
会
会

長
で
あ
る
上
治
馬
路
村
長
の
議

事
進
行
に
よ
り
、
今
年
度
の

テ
ー
マ
で
あ
る
「
森
林
・
林
業

と
地
方
創
生
へ
の
取
組
」
に
つ

い
て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

市
町
村
長
か
ら
出
た
、
主
な

意
見
・
提
言
等
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○ 　

鳥
獣
害
対
策
で
の
連
携
を

お
願
い
し
た
い
。
最
近
は
シ

カ
だ
け
で
な
く
サ
ル
の
被
害

も
深
刻
化
し
て
い
る
。

○ 　

安
全
面
の
指
導
を
踏
ま
え

た
人
材
育
成
の
取
組
の
推
進

に
協
力
願
い
た
い
。

○ 　

高
齢
化
に
よ
り
架
線
集
材

の
技
術
を
有
す
る
者
が
減
小

し
て
き
て
お
り
、
技
術
の
継

承
が
課
題
。

○ 　

国
有
林
林
道
の
民
有
林
と

一
体
的
な
計
画
、
整
備
を
お

願
い
し
た
い
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
・
提
言
等
に

つ
い
て
、
熱
心
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
四
国
森
林
管

理
局
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
、
よ
り
一
層
公
益
重
視
、

民
国
連
携
を
推
進
し
、｢

国
民

の
森
林
」
と
し
て
相
応
し
い
国

国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長
連
絡
協
議
会
を
開
催

〈
企
画
調
整
課
〉

治
山
工
事
現
場
に
て
（
二
年
生
）

 

高
校
生
現
場
実
習

～
農
業
高
校
生
を
対
象
に
し
た
森
林
環
境
教
育
を
実
施
～

〈
治
山
課
・
森
林
整
備
課
・
技
術
普
及
課
〉

有
林
の
管
理
経
営
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

当
森
林
管
理
局
で
は
、
高
知

県
立
高
知
農
業
高
等
学
校
森
林

総
合
科
の
全
学
年
を
対
象
に
し

た
森
林
環
境
教
育
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
の
森
林
環
境
教
育
は
、
森

林
総
合
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

し
て
実
施
し
て
お
り
、
一
年
生

二
二
名
は
一
〇
月
二
六
日
に
千

本
山
登
山
、
二
年
生
一
八
名
は

一
〇
月
九
日
に
、
高
知
中
部
森

林
管
理
署
管
内
で
治
山
工
事

を
、
三
年
生
二
〇
名
は
一
〇
月

二
二
日
に
同
じ
く
高
知
中
部
森

林
管
理
署
管
内
で
林
道
工
事
の

現
場
実
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

治
山
工
事
で
は
、
「
治
山
の

四
国
国
有
林
野
等
所
在
市
町
村

長
連
絡
協
議
会
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森
」
で
治
山
事
業
の
概
要
を
学

習
し
た
後
、
治
山
ダ
ム
や
山
腹

工
事
の
現
場
へ
移
動
し
て
工
事

の
実
施
状
況
を
見
学
し
ま
し

た
。
今
年
は
特
に
、
集
水
井
工

（
井
戸
）
の
見
学
も
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
生
徒
達
は
、

工
事
の
規
模
な
ど
に
驚
い
た
様

子
で
、
熱
心
に
メ
モ
を
と
っ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
林
道
工
事
で
は
、
災

害
復
旧
工
事
の
施
工
に
つ
い
て

学
習
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、

授
業
で
学
習
中
の
新
設
工
事
で

は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
現
場

工
事
担
当
者
か
ら
、
施
工
の
技

術
面
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
を

受
け
、
生
徒
達
も
真
剣
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
す
で
に
林
業
関
係
に

就
職
が
内
定
し
て
い
る
生
徒
か

ら
は
、
「
集
材
架
線
と
森
林
作

業
道
を
作
設
し
て
行
な
う
場

合
、
集
材
作
業
の
作
業
効
率
は
、

ど
ち
ら
が
い
い
の
か
。
」
な
ど

の
専
門
的
な
質
問
を
受
け
ま
し

た
。

　

両
工
事
と
も
、
授
業
で
の
図

面
や
写
真
だ
け
と
は
異
な
り
、

普
段
、
見
る
機
会
の
少
な
い
現

場
や
、
施
設
、
工
事
器
具
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
、
生
徒
達
は

終
始
興
味
津
々
で
、
現
場
の
大

変
さ
も
痛
感
し
た
よ
う
で
し

 

保
護
林
観
察
ツ
ア
ー
を
開
催

～
「
天
然
杉
の
巨
木
」
に
感
動
～

〈
技
術
普
及
課
〉

　

一
〇
月
三
一
日
、
一
般
公
募

に
よ
り
参
加
い
た
だ
い
た
方
々

二
〇
名
に
よ
る
室
戸
市
の
佐さ

き喜

浜は
ま

躍
動
天
然
杉
郷
土
の
森
を
訪

ね
る
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
は
、
室
戸
市

が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
認

定
さ
れ
、
こ
の
エ
リ
ア
も
注
目

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
東

部
博
で
地
域
が
盛
り
上
が
っ
て

い
る
中
、
天
然
杉
の
巨
木
が
群

生
し
て
い
る
中
を
散
策
し
な
が

ら
、
地
元
の
文
化
や
歴
史
を
感

じ
て
も
ら
お
う
と
、
四
国
仰
山

会
と
共
催
に
よ
り
、
開
催
し
た

も
の
で
す
。

　

参
加
者
は
、
先
頭
を
登
る
案

内
人
の
冗
談
を
交
え
た
樹
木
等

の
説
明
に
笑
い
が
絶
え
る
こ
と

な
く
、
ま
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な
姿

で
勇
ま
し
く
そ
び
え
て
い
る
巨

木
の
杉
た
ち
に
時
の
流
れ
を
感

じ
、
し
ば
ら
く
立
ち
止
ま
っ
て

見
上
げ
て
い
ま
し
た
。
途
中
に

は
滅
多
に
見
ら
れ
な
い
『
ヒ
ロ

ハ
ノ
ミ
ミ
ズ
バ
イ
』
の
花
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
登
山
コ
ー
ス
の
歩
道

も
整
備
さ
れ
て
い
て
登
り
や
す

い
と
参
加
者
か
ら
も
大
変
好
評

で
し
た
。

　

当
日
は
、
土
曜
日
開
催
と
い

う
こ
と
で
、
小
中
学
生
を
含
む

親
子
二
組
の
家
族
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　

現
地
ま
で
片
道
三
時
間
を

超
え
る
遠
距
離
移
動
で
、
ま

た
、
道
幅
が
狭
く
、
三
台
に
分

乗
し
て
の
ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し

た
が
、
巨
木
杉
の
パ
ワ
ー
の
せ

林
道
工
事
現
場
に
て
（
三
年
生
）

こ
の
変
形
木
は
、
凄
い
ね
（
天
然
杉
）

た
。

　

今
後
と
も
、
当
森
林
管
理
局

で
は
、
林
業
を
専
門
に
学
ん
で

い
る
高
校
生
の
学
習
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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い
か
、
参
加
者
は
、
終
始
疲
れ

を
見
せ
る
こ
と
な
く
、
帰
り
の

車
中
で
は
、
早
く
も
来
年
の
ツ

ア
ー
は
ど
こ
へ
行
こ
う
か
と
い

う
話
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し

 

森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
事
業

～
千
本
山
と
森
林
鉄
道
遺
産
を
訪
ね
て
～

〈
技
術
普
及
課
〉

　

一
一
月
七
日
、
日
本
森
林
林

業
振
興
会
と
の
共
催
に
よ
り
、

高
知
県
馬
路
村
に
お
い
て
、「
魚

梁
瀬
千
本
山
と
森
林
鉄
道
遺
産

を
訪
ね
る
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
公
募
に
よ
る
二
一

名
が
、
「
馬
路
村
公
認
む
ら
の

案
内
人
ク
ラ
ブ
」
の
清
岡
さ
ん

の
案
内
の
下
、
ツ
ア
ー
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
土
曜
日
開
催
と
い

た
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
で
、
少
し
で

も
自
然
に
触
れ
、
森
林
の
素
晴

ら
し
さ
、
大
切
さ
を
感
じ
て
も

ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

う
こ
と
で
、
親
子
で
参
加
さ
れ

た
方
も
い
ま
し
た
。
バ
ス
の
中

で
は
「
中
芸
地
区
森
林
鉄
道
遺

産
を
保
存
・
活
用
す
る
会
」
が

作
成
し
た
ビ
デ
オ
を
見
て
、
事

前
に
森
林
鉄
道
の
歴
史
に
つ
い

て
学
び
な
が
ら
、
最
初
の
目
的

地
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

安
田
川
沿
い
の
森
林
鉄
道
遺

産
の
明
神
口
橋
と
オ
オ
ム
カ
エ

隧
道
で
は
、
バ
ス
か
ら
降
り
て

先
達
の
施
工
技
術
な
ど
に
つ
い

て
詳
し
い
説
明
を
受
け
、
建
設

に
携
わ
っ
た
人
々
の
苦
労
や
森

林
鉄
道
が
走
っ
て
い
た
時
代
の

村
の
繁
栄
に
思
い
を
は
せ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
魚
梁
瀬
ダ
ム

展
望
台
で
も
説
明
を
聞
き
な
が

ら
見
学
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
地
に
向
か

う
車
中
で
は
、
案
内
人
の
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
た
、
馬
路
村
の
今

昔
や
森
林
・
林
業
の
歴
史
な
ど

の
大
変
貴
重
な
お
話
に
よ
り
、

笑
い
が
絶
え
ず
退
屈
す
る
暇
が

な
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

魚
梁
瀬
の
丸
山
公
園
で
は
、

復
元
さ
れ
た
森
林
鉄
道
に
体
験

乗
車
し
、
童
心
に
返
る
と
と
も

に
、
当
時
の
生
活
を
感
じ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
後
、

馬
路
村
な
ら
で
は
の
ユ
ズ
や
ア

メ
ゴ
と
い
っ
た
山
の
幸
満
載
の

弁
当
で
お
腹
を
満
た
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模

様
で
、
残
念
な
が
ら
安
全
面
を

考
慮
し
て
千
本
山
登
山
を
中
止

し
、
登
山
口
に
あ
る
森
の
巨
人

た
ち
百
選
に
選
ば
れ
た
「
千
本

山
橋
の
大
杉
」
付
近
を
千
本
山

の
現
状
や
、
珍
し
い
樹
木
等
の

話
を
聞
き
な
が
ら
散
策
す
る
の

み
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
雨
に
濡
れ

た
ヤ
ナ
セ
ス
ギ
と
の
ふ
れ
あ
い

で
、
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
、「
こ
の

よ
う
に
雨
が
多
い
か
ら
こ
そ
立

派
な
杉
に
成
長
す
る
ん
だ
。」
と

納
得
い
た
だ
け
た
よ
う
で
し
た
。

　

ま
た
、
深
山
渓
谷
の
素
晴
ら

し
く
美
し
い
紅
葉
を
楽
し
め
、

雨
の
憂
鬱
を
吹
き
飛
ば
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
「
杉
の
家
」
で

木
工
教
室
を
開
催
し
、
ク
リ
ス

森
林
鉄
道
乗
車
体
験

（
魚
梁
瀬
丸
山
公
園
）

千
本
山
森
林
内
散
策

（
雨
も
ま
た
良
し
）
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第
一
〇
回
「
い
の
町
太
陽
が
育
む
森
」
交
流
活
動

〈
技
術
普
及
課
〉

　

第
一
〇
回
「
い
の
町
太
陽
が

育
む
森
」
交
流
活
動
が
、
高
知

県
い
の
町
と
太
陽
石
油
株
式
会

社
で
森
林
整
備
の
協
定
を
結
ん

で
い
る
、
い
の
町
程
野
清
水
に

あ
る
「
交
流
の
森
」
で
一
一
月

一
四
日
に
開
催
さ
れ
、
太
陽
石

油
グ
ル
ー
プ
の
社
員
と
家
族
や

Ｏ
Ｂ
約
五
〇
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

こ
の
交
流
活
動
は
、
太
陽
石

油
株
式
会
社
が
総
合
エ
ネ
ル

ギ
ー
企
業
と
し
て
、
環
境
と
の

共
生
、
地
域
密
着
を
念
頭
に
お

い
て
森
林
再
生
に
も
取
組
ん
で

お
り
、
平
成
一
八
年
に
い
の
町

と
約
一
五
五
ha
の
森
林
整
備
を

行
う
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
そ

の
森
林
整
備
活
動
が
今
年
で

一
〇
回
目
を
迎
え
今
年
は
体
験

学
習
（
間
伐
作
業
）
の
後
、
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
、
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ

ン
作
り
、
木
工
教
室
を
実
施
す

る
と
い
う
こ
と
で
、
木
工
教
室

を
当
森
林
管
理
局
に
実
施
し
て

欲
し
い
と
の
依
頼
が
い
の
町
か

ら
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
生
憎
の
雨
で
間
伐

作
業
と
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
開
会
式
の

後
、
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り
・

木
工
教
室
を
森
林
生
態
学
修
館

で
実
施
し
ま
し
た
。

　

森
林
教
室
に
は
、
二
五
名
の

父
兄
が
参
加
し
、
最
初
に
一
〇

問
の
ク
イ
ズ
を
全
員
に
や
っ
て

も
ら
い
、
そ
の
後
一
問
毎
に
正

解
と
そ
の
説
明
を
す
る
と
い
う

形
で
行
い
ま
し
た
。

　

愛
媛
県
か
ら
の
参
加
者
が
多

数
を
占
め
る
中
、
ク
イ
ズ
で
は

高
知
県
の
森
林
率
は
？
の
問
い

に
天
井
を
見
上
げ
る
父
兄
、
本

当
に
あ
る
木
で
は
、
シ
ョ
ウ
ベ

ン
ノ
キ
に
大
爆
笑
、
ま
た
、
森

林
の
働
き
の
説
明
で
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
る
親
子
な
ど
楽
し
く

学
習
が
で
き
ま
し
た
。
全
体
的

に
は
、
少
し
難
し
か
っ
た
の
で

す
が
そ
の
中
で
も
全
問
正
解
者

が
一
名
い
ま
し
た
。

　

木
工
教
室
で
は
、
「
箸
置
き
」

作
り
に
二
一
組
、
「
ク
リ
ス
マ

ス
ド
ア
ノ
ブ
」
作
り
に
四
組
が

挑
戦
し
ま
し
た
。
「
箸
置
き
」

は
予
め
キ
ッ
ト
を
用
意
し
そ
れ

を
組
立
て
る
作
業
で
比
較
的
簡

単
に
出
来
上
が
っ
て
い
ま
し
た

が
、
箸
の
先
を
削
る
の
に
使
い

慣
れ
な
い
ナ
イ
フ
を
駆
使
し
て

世
界
で
一
つ
し
か
な
い
「
マ
イ

箸
」
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

一
方
、
「
ク
リ
ス
マ
ス
ド
ア
ノ

ブ
」
作
り
は
大
人
が
三
名
、
子

供
一
名
と
い
う
こ
と
で
子
供
に

指
導
を
集
中
し
て
や
る
こ
と
に

よ
っ
て
時
間
内
に
完
成
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

マ
ス
リ
ー
ス
作
り
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
登
山
が

で
き
ず
残
念
だ
っ
た
が
、
雨
の

千
本
も
良
か
っ
た
。
」
「
ふ
わ
ふ

わ
し
た
地
面
に
感
動
し
た
。
」

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
、
自

然
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
た
だ

け
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

講
義
す
る
森
田
課
長
補
佐

木
工
教
室
の
様
子
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そ
れ
ぞ
れ
出
来
上
が
っ
た
親

子
に
は
、
記
念
カ
ー
ド
や
来
年

の
カ
レ
ン
ダ
ー
（
森
林
鉄
道
）

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
そ

の
後
木
工
作
業
が
終
わ
っ
た
児

童
た
ち
は
、
順
次
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
ジ
ー

ジ
ー
ゼ
ミ
や
ケ
ロ
ケ
ロ
カ
エ
ル

を
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
閉
会
式
で
い
の
町
の

課
長
が
挨
拶
を
し
て
い
る
間
も

セ
ミ
や
カ
エ
ル
の
音
で
挨
拶
が

聞
こ
え
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

　

全
体
と
し
て
は
、
予
定
し
て

い
た
時
間
通
り
に
進
み
、
前
回

の
教
室
で
用
い
た
指
導
方
法
を

試
す
こ
と
が
出
来
ま
ず
ま
ず
の

森
林
木
工
教
室
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
〇
月
三
〇
日
、
当
森
林
管

理
局
研
修
室
に
お
い
て
、
高
知

県
日
高
村
立
日
下
小
学
校
の
四

年
生
に
森
林
教
室
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
森
林
学
習
は
、
学
年
担

当
の
先
生
か
ら
、
『
「
色
々
な
企

 

日
下
小
学
校
の
森
林
教
室

〈
技
術
普
及
課
〉

業
に
行
っ
て
学
習
す
る
。
」
の

一
環
と
し
て
森
林
管
理
局
で
森

林
の
授
業
を
し
て
も
ら
え
な
い

か
。
』
と
い
う
要
請
に
よ
り
開

催
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
最
初
に
日
下
小
学

校
周
辺
の
川
に
つ
い
て
、
ク
イ

ズ
形
式
で
、
「
み
に
み
に
ク
イ

ズ
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
樹
木
学
習
と
し
て
、

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
で
広
葉
樹
と

針
葉
樹
に
つ
い
て
説
明
し
た

後
、
二
人
一
組
に
な
っ
て
針
葉

樹
七
種
類
、
広
葉
樹
五
種
類
を

分
別
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ど

の
児
童
も
真
剣
に
一
枝
一
枝

じ
っ
く
り
観
察
し
、
手
触
り
を

確
か
め
、
匂
い
を
嗅
い
で
、
時

間
を
か
け
て
考
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
や
は
り
、
「
ナ
ギ
」
は

広
葉
樹
（
葉
が
広
い
た
め
）
、「
ヒ

イ
ラ
ギ
」
は
針
葉
樹
（
葉
の
先

が
尖
っ
て
い
る
た
め
）
と
大
半

の
児
童
が
間
違
い
、
「
ナ
ギ
」

は
葉
は
広
い
け
ど
針
葉
樹
な
ん

だ
よ
。
と
説
明
す
る
と
驚
き
の

声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
タ
ラ
ヨ
ウ
」
の
葉

に
日
付
と
自
分
の
名
前
を
書
か

せ
、
別
名
「
ふ
み
の
木
」
と

い
っ
て
、
手
紙
が
わ
り
に
し
て

い
た
こ
と
を
説
明
す
る
と
、
ま

た
も
や
驚
き
の
声
が
あ
が
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
「
森
林
の
は
た
ら
き
」

に
つ
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

を
用
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
口

頭
で
説
明
し
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
に
「
緑
の
ダ
ム
・
食
物
連
鎖
・

光
合
成
・
木
材
・
山
崩
れ
防
ぐ
」

な
ど
と
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を

書
い
て
残
し
て
い
き
ま
し
た
。

全
児
童
が
最
初
か
ら
熱
心
に
よ

く
メ
モ
を
と
っ
て
い
た
の
で
、

そ
れ
ら
も
き
ち
ん
と
書
い
て
く

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
児
童
か
ら
は
「
広

葉
樹
と
針
葉
樹
の
違
い
が
わ

か
っ
た
。
」
「
葉
の
裏
に
縦
線
が

樹
木
学
習

森
林
の
働
き
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一
一
月
九
日
、
高
知
県
吾
川

郡
い
の
町
戸
中
の
民
有
林
（
高

知
県
の
実
証
試
験
地
）
に
お
い

て
現
地
検
討
会
を
、
翌
日
は
、

当
局
二
階
大
会
議
室
に
お
い
て

意
見
交
換
会
を
、
高
知
県
、
森

林
総
合
研
究
所
、
当
森
林
管
理

局
の
合
同
主
催
に
よ
り
開
催
し

ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ナ
苗
を
活
用
し
た
再

造
林
技
術
に
つ
い
て
は
、
全

国
的
に
、
民
国
と
も
喫
緊
の
課

 

コ
ン
テ
ナ
苗
を
活
用
し
た
低
コ
ス
ト

再
造
林
技
術
現
地
検
討
会
等
を
開
催

〈
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

題
と
し
て
、
実
証
研
究
・
試
験

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
等
か

ら
、
今
回
は
、
四
国
四
県
は
も

と
よ
り
、
北
は
長
野
県
、
南
は

熊
本
県
に
至
る
一
都
一
三
県

の
、
国
、
県
、
研
究
機
関
及
び

民
間
林
業
関
係
団
体
等
総
勢

一
一
〇
名
余
り
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

初
日
の
現
地
検
討
会
は
、
高

知
県
が
実
施
し
て
い
る
一
貫
作

業
シ
ス
テ
ム
実
証
試
験
地
で
行

い
、
苗
別
（
コ
ン
テ
ナ
・
普
通
）
、

地
拵
え
の
有
無
、
植
栽
時
期
別

（
運
搬
当
日
植
栽
と
現
地
で
一

～
四
週
間
保
管
し
た
コ
ン
テ
ナ

苗
植
栽
）
を
組
み
合
わ
せ
て
八

月
に
植
栽
し
た
プ
ロ
ッ
ト
に
つ

い
て
、
高
知
県
か
ら
試
験
内
容

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
作
業
条
件
や
方
法
等
を

確
認
し
つ
つ
、
各
プ
ロ
ッ
ト
の

苗
木
の
活
着
・
成
長
状
況
等
を

熱
心
に
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
現
地
検
討
会
は
、
地

元
民
放
局
の
「
高
知
さ
ん
さ
ん

テ
レ
ビ
」
が
取
材
し
、
当
日
夕

方
の
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
ま
し

た
。

　

翌
日
の
意
見
交
換
会
で
は
、

当
局
の
田
口
森
林
整
備
部
長
か

ら
「
低
コ
ス
ト
化
に
有
効
な
手

段
で
あ
る
一
貫
作
業
で
の
コ
ン

テ
ナ
苗
の
活
用
な
ど
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
林
業
の
ト
ー
タ
ル
コ

ス
ト
低
減
に
向
け
た
取
組
を
強

化
し
た
い
」
旨
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
高
知
県
か
ら
試
験

地
の
事
業
実
施
時
の
ビ
デ
オ
上

映
及
び
試
験
調
査
結
果
、
当
局

か
ら
低
コ
ス
ト
再
造
林
に
係
る

取
組
状
況
、
森
林
総
合
研
究
所

か
ら
全
国
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ

ム
実
施
状
況
等
の
報
告
の
後
、

参
加
者
か
ら
は
、
試
験
地
の
苗

木
の
運
搬
方
法
や
苗
木
の
現
地

で
の
保
管
状
況(

保
管
方
法
、

気
温
・
雨
量
等)

、
現
地
保
管

期
間
と
活
着
率
の
相
関
関
係
等

に
つ
い
て
熱
心
な
質
疑
・
意
見

が
続
き
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
活
用

に
よ
る
低
コ
ス
ト
技
術
へ
の
期

待
、
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し

た
。

　

事
業
発
注
者
で
あ
る
国
有
林

は
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
導
入
拡
大
・

あ
る
の
が
針
葉
樹
と
い
う
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
」
「
日
下
川
の
源

流
点
が
佐
川
町
だ
と
聞
い
て

び
っ
く
り
し
た
。
」
な
ど
の
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
創
意
工
夫
し
な
が

ら
、
有
意
義
な
森
林
教
室
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

現
地
検
討
会

ヒ
ノ
キ
コ
ン
テ
ナ
苗
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一
〇
月
二
八
日
、
高
知
県
立

四
万
十
高
校
の
一
年
生
自
然
環

境
コ
ー
ス
の
生
徒
六
名
と
教
諭

三
名
を
対
象
に
、
『
通
称
：
西

の
千
本
「
以
下
：
西
の
千
本
」
』

と
「
四
万
十
川
源
流
点
」
で
森

林
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

不い

ら

ず

や

ま

入
山

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

〈
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

こ
の
森
林
教
室
は
毎
年
恒
例

と
な
っ
て
い
る
も
の
で
、
地

元
の
中
学
校
・
高
校
合
同
で
の

森
林
学
習
と
い
う
こ
と
で
計

画
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
、

各
中
学
校
の
日
程
が
合
わ
ず
、

四
万
十
高
校
の
み
で
の
実
施
と

な
り
ま
し
た
。

　

四
万
十
川
原
流
点
の
あ
る

不い
ら
ず
や
ま

入
山
を
訪
れ
、
森
林
生
態
系

の
成
り
立
ち
及
び
本
来
の
森
の

構
成
を
学
習
す
る
と
と
も
に
、

四
万
十
川
流
域
の
自
然
の
あ
り

方
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け

を
目
的
と
し
て
学
習
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　

西
の
千
本
（
高
知
県
津
野
町

船
戸
山
国
有
林
）
で
は
、
高

知
県
馬
路
村
魚
梁
瀬
に
あ
る
天

然
ヤ
ナ
セ
ス
ギ
林
を
「
千
本

山
」
と
言
い
、
そ
れ
に
対
し
て
、

当
地
の
人
工
林
ス
ギ

展
示
林
は
、
植
栽
後

一
〇
八
年
経
過
し
、

平
均
樹
高
は
三
五
ｍ
、

平
均
胸
高
直
径
は
、

六
〇
㎝
と
な
っ
て
お

り
、
ヤ
ナ
セ
ス
ギ
に

対
し
、
当
森
林
管
理

局
管
内
の
西
部
に
お

い
て
特
に
優
れ
た
人

工
林
で
あ
る
こ
と
か

ら
「
西
の
千
本
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
バ
ー
テ
ッ
ク
ス
（
樹

木
の
高
さ
な
ど
を
測
る
機
具
）
、

を
使
っ
て
木
の
高
さ
を
測
る
学

習
を
体
験
し
、
ま
た
、
大
木
の

幹
を
生
徒
達
が
手
を
繋
ぎ
囲
ん

で
、
そ
の
大
き
さ
を
実
感
し
て

い
ま
し
た
。
生
徒
達
は
、
人
工

普
及
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
全
国
の
各
機
関

の
皆
さ
ん
と
直
接
意
見
交
換
を

す
る
こ
と
で
、
改
め
て
、
民
有

林
と
の
情
報
共
有
・
連
携
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
局
署
（
所
）

を
あ
げ
て
、
事
業
レ
ベ
ル
で
の

低
コ
ス
ト
化
の
実
証
等
を
推
進

し
、
課
題
の
早
期
改
善
・
解
決

に
向
け
貢
献
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

林
で
も
一
〇
〇
年
以
上
の
森
に

は
、
大
木
が
育
っ
て
い
る
こ
と

に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
郷
土
の
森
（
四
国

森
林
管
理
局
と
津
野
町
の
保
存

協
定
林
）
を
通
っ
て
、
源
流
点

ま
で
行
き
ま
し
た
。

　

生
徒
達
は
源
流
点
で
、
四
万

十
川
の
最
初
の
流
れ
を
見
て
触

れ
て
、
「
源
流
点
の
水
は
冷
た

く
て
、
と
て
も
き
れ
い
。
」
、「
水

た
ま
り
に
は
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

が
い
た
の
で
び
っ
く
り
し
た
。
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
森
林
学
習
を
通
し
て
、

私
達
の
生
活
を
支
え
る
水
を

育
む
森
へ
の
関
心
・
理
解
が

一
層
深
ま
っ
た
こ
と
と
考
え

ま
す
。

四
万
十
川
源
流
点
に
て


